信州大学松本地区サークル協議会規約
第１章　総則
第１条　　信州大学松本地区サークル協議会（以下「本会」という。）は、本部を松本キャンパス
に置く。
第２条　　本会は信州大学松本地区において、信州大学に所属する学部生・大学院生（以下「学生」
という。）を対象とした大学公認サークル（以下「サークル」という。）によって構成
される。
第３条　　本会は次のことを目的とする。
　　　　１．課外活動の自主活動を保護、育成する。
　　　　１．課外活動の活発化、円滑化を図る。
第４条　　本会へ加盟したサークルは前条の目的遂行のために本会への積極的な参加義務を負う。
また本会は各個のサークルに優先する。
第２章　機関
第５条　　本会は委員長１名、副委員長２名、書記２名を置き、これを称して三役と呼ぶ。
第６条　　上記の役員の任期は４月から翌年の３月の１年間とする。但し、新役員選出までの
期間は全役員が引き続きその役務を行うものとする。
第７条　　本会は次の機関を置く。
　　　　１．三役
　　　　２．サークル総会
　　　　３．代表者会議
　　　　　以上の運営については別に定める。
第３章　三役
第８条　　三役は本会を代表し、本会の運営に当たる。
第９条　　三役の選出は本会の代表者会議において、各サークル代表者の立候補又は互選による。
第10条　 正副委員長は議決権を有しない。
第４章　サークル総会
第11条 　サークル総会は最高議決機関である。なお、サークル総会はサークル全体の活動および
自主活動の発展を目的に置かれる。
第12条 　委員長はサークル総会を定期に開催する他、必要に応じ、また加盟サークルの１０分の
１以上の要請があった場合、臨時にこれを召集しなければならない。
第13条　 サークル総会は招集サークルの５分の４以上のサークル出席により成立する。
第14条 　議決は現に出席している人数の過半数をもって成立する。
第15条　 サークル総会に関しては、後に議事運営細則を定める。
第５章　代表者会議
第16条 　各サークルは1名の代表者を置く。
第17条　 委員長は必要に応じ、又5サークル以上の要請があった場合、代表者会議を招集しなけ
ればならない。
第18条 　代表者会議はサークル総会に次ぐ議決機関であり、三役及び各サークルから提出された
事項を審議し、決定する。但し、以下に定める重要事項についてはサークル総会におい
て審議・決定されなければならない。
　　　　　　　　　・本会の活動方針
　　　　　　　　　・５サークル以上が重要と認めた事項
　　　　　　　　　・代表者会議が重要事項として指定する事項
第19条　 代表者会議は加盟サークルの３分の２以上の出席をもって成立し、議決は現に出席して
いるサークルの過半数をもって成立する。
第20条 　原則として代表者会議を連続して３回以上欠席し、かつ委員長の警告に従わなかった
サークルは、サークルとしての権利義務を放棄したものとし大学公認が取り消される。
第6章　サークル
第21条　 本会への加盟は所定の用紙に必要事項を記入の上、指定する期間内に本会へ提出し、大
　　　　　学公認の承認を受けなければならない。
第22条 　本会への加盟を継続しようとするサークルは、毎年度、所定の用紙に必要事項を記入の
上、指定する期間内に本会に提出した後、大学公認の承認を受けなければならない。
第23条　 サークルは本会への加盟期間に応じ、以下の権利を得る。
(１)１年間以上継続することにより大学に援助物品を申請する権利を得る。
(２)２年間以上継続することにより課外活動共用施設（サークルボックス）の利用を申請
する権利を得る
第24条 　公認要件を満たさなくなったサークルは、本会により、権利が暫定的に停止され、サー
クル総会において決定される。
第25条　 サークルは正副委員長もしくは、本会の要請があった場合、活動報告書を提出しなけれ
ばならない。
第26条　 サークルは、責任者及び会員数等に変更があった場合、速やかに本会に届出なければな
らない。
第27条 　各サークルは大学の援助により購入した備品、資料等は責任をもって管理し、次年度以
降に引き継がなければならない。
第７章　施設使用
第28条　 本会により、各サークル平等に施設の使用を図る。
第29条 　施設使用サークル責任者は、その使用管理に全責任を負う。
第９章　改廃及び付則
第31条　 本規約は本会の最高規約である。
第32条　 本規約の改廃及び付則は代表者会議において改廃要求があった場合、サークル総会で発
議され決議される。
　この会則は、平成24年4月1日から施行する。
松本地区サークル協議会総会議事運営細則
松本地区サークル協議会は、総会を円滑に、かつ公正に運営するために、以下の運営細則を定める。
第１条　　三役は、流会による再招集の場合を除き、サークル総会を招集する１週間以上前に、開催日時、会場、議題を公示しなければならない。
第２条　　サークル総会の定数は加盟サークルに３を乗じた数とし、加盟サークルはサークル総会に３名以上参加する義務を負う。総会は、定数の過半数以上の出席により成立する。
第３条　　出席できない者は、委任状を提出して出席に代えることができる。
　　　　　但し、委任状の数にかかわらず総会総数の５分の３が現に出席していなければならない。
第４条　　新たに加盟を申請したサークルは、５名以上でサークル総会に出席しなければならない。
第５条　　定数に達しない場合、流会となり、三役は直ちに再招集を公示する。
第６条　　議決権は１人につき１票を有する。議題の採決は挙手採決可決法による。
第７条　　参加者は動議案を提出することができる。動議案は過半数の賛同をもって動議として成立する。動議の可否は、松本地区サークル協議会規約第19条に準ずる。
第８条　　緊急動議が提出された場合、議長団は、全ての案件に優先し、提案者に理由を求め、ただちに採決に移らなければならない。緊急動議とは、散会、休憩、討議打ち切り、議長団不信任の各動議をいう。
第９条　　三役は、総会後に要請があった場合、議事録を公開しなければならない。
第10条   この細則の改廃及び付則は松本地区サークル協議会規約に基づく。
この議事運営細則は、平成24年4月1日から施行する。
